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昭
和
十
九
年
十
月
一
日
、
東
京
音
楽
学
校（
以
下
、

音
校
）生
十
四
名
が
陸
軍
戸
山
学
校（
以
下
、戸
山
学
校
）

軍
楽
隊
に
入
隊
し
た
。
敬
称
略
、
五
十
音
順
に
、
芥
川

也
寸
志（
大
正
十
四
〜
平
成
一
、
本
科
作
曲
部
）、
石
津

憲
一（
大
正
十
三
〜
、
本
科
声
楽
部
）、
伊
藤
榮
一（
大

正
十
四
〜
、
甲
種
師
範
科
）、
内
田
富
美
彌（
大
正
十
三

〜
昭
和
五
十
一
、
本
科
器
楽
部
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
）、
奥

村
一は

じ
め（

大
正
十
四
〜
平
成
三
、
本
科
作
曲
部
）、
北
爪

規き
せ
い世（
大
正
十
三
〜
、
本
科
器
楽
部
ヴ
ィ
オ
ラ
）、
梶

原
完ひ

ろ
し（
大
正
十
三
〜
平
成
一
、
本
科
器
楽
部
ピ
ア
ノ
）、

齋
藤
高た

か
の
ぶ順（

大
正
十
三
〜
平
成
十
六
、
本
科
作
曲
部
）、

鈴
木
良り

ょ
う
い
ち

一（
大
正
十
四
〜
平
成
九
、
本
科
器
楽
部
ピ
ア

ノ
）、
團
伊
玖
磨（
大
正
十
三
〜
平
成
十
三
、
本
科
作
曲

部
）、
沼
田
元も

と
い
ち
一（
大
正
十
三
〜
、
甲
種
師
範
科
）、
早

川
博ひ

ろ
つ
ぐ

二（
大
正
十
四
〜
平
成
十
六
、
本
科
器
楽
部
ト
ラ

ン
ペ
ッ
ト
）、
萩
原
哲ひ

ろ
あ
き
昌（
大
正
十
四
〜
昭
和
五
十
九
、

本
科
器
楽
部
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
）、
藤
島
義
勝（
大
正
十
四

〜
昭
和
五
十
八
、
本
科
器
楽
部
オ
ー
ボ
エ
）で
あ
る
。

彼
ら
の
証
言
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
は
十
八
年
十
月
の
明

治
神
宮
外
苑
競
技
場
に
お
け
る
出
陣
学
徒
壮
行
会
か
ら

半
年
経
っ
た
十
九
年
の
四
月
頃
、
校
内
に
出
さ
れ
た
一

枚
の
張
り
紙
か
ら
始
ま
っ
た（
團
は
校
長
か
ら
呼
ば
れ

た
と
記
す
）。
校
長
名
で
、
徴
兵
検
査
を
受
け
る
生
徒

に
対
し
て
、
戸
山
学
校
軍
楽
隊
へ
の
入
隊
希
望
者
を
募

る
内
容
で
あ
っ
た
と
い
う
。

学
内
文
書
が
確
認
さ
れ
な
い
た
め
、
本
稿
は
『
東
京

芸
術
大
学
百
年
史
』
既
載
の
芥
川
、齋
藤
、團
の
文
章
、

ご
健
在
の
四
名
＝
石
津
、
伊
藤
、
北
爪
、
沼
田
、
軍
楽

隊
で
音
校
生
の
二
年
先
輩
の
内
務
班
長・高
澤
智
昌（
大

正
十
一
〜
）、
澤
野
立
次
郎
本
学
同
声
会
理
事（
昭
和
七

〜
）の
談
に
負
う
と
こ
ろ
が
大
き
い
。

こ
の
背
景
に
は
音
校
と
戸
山
学
校
と
の
交
流
が
あ
る
。

そ
も
そ
も
音
校
は
明
治
四
十
一
年
以
来
、
海
軍
省
か

ら
軍
楽
練
習
生
を
受
け
入
れ
て
教
授
す
る
一
方
、
音
校
の

演
奏
会
で
は
海
軍
軍
楽
隊
が
管
楽
器
パ
ー
ト
に
加
わ
っ

た
。
ま
た
戸
山
学
校
へ
は
大
正
十
五
年
以
来
、
音
校
か

ら
杉
山
長
谷
夫（
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
）、
平
井
保
三（
チ
ェ

ロ
）、
高
折
宮
次（
ピ
ア
ノ
）を
派
遣
し
た
。
そ
の
レ
ベ
ル

は
戦
後
、
軍
楽
隊
か
ら
チ
ェ
ロ
の
二
名
が
Ｎ
H
K
交
響

楽
団
に
入
団
し
た
こ
と
か
ら
も
想
像
さ
れ
る
。
加
え
て
、

乘
杉
嘉
壽
校
長（
明
治
十
一
〜
昭
和
二
十
二
）が
昭
和
六

年
に
欧
州
視
察
し
た
際
、
ド
イ
ツ
で
は
後
の
陸
軍
軍
楽

隊
長
・
山
口
常
光（
明
治
二
十
七
〜
昭
和
五
十
二
）と
一

緒
に
劇
場
見
学
を
し
た
。
両
者
の
十
年
以
上
に
わ
た
る

交
友
が
、
音
校
生
の
集
団
入
隊
を
可
能
に
し
た
の
で
あ

ろ
う
。
山
口
は
十
九
年
三
月
か
ら
二
十
一
年
二
月
ま
で

音
校
の
「
教
職
」
の
教
務
嘱
託
で
あ
っ
た
。

山
口
は
最
後
の
軍
楽
生
徒
に
つ
い
て
著
書
『
陸
軍
軍

楽
隊
史
』
に
こ
う
記
す
。
杉
山
、
平
井
両
氏
よ
り
、
遠

か
ら
ず
学
徒
動
員
で
召
集
さ
れ
る
音
校
生
た
ち
を
い
た

ず
ら
に
戦
地
に
赴
か
せ
る
の
で
は
な
く
、
音
楽
技
術
を

生
か
し
て
戦
争
に
協
力
で
き
な
い
も
の
か
と
の
申
し
入

れ
が
あ
っ
た
。
そ
れ
を
受
け
入
れ
た
判
断
は
間
違
っ
て

は
い
な
か
っ
た
と
。

戸
山
学
校
は
明
治
六
年
、
士
官
・
下
士
官
の
教
官
養

成
を
目
的
に
新
宿
区
戸
山
、
尾
張
徳
川
侯
の
広
大
な
下

屋
敷
に
創
立
。
現
在
は
都
立
戸
山
公
園
と
な
り
、「
箱
根

山
・
陸
軍
戸
山
学
校
址
」
の
碑
が
あ
る
。
箱
根
山
の
麓

に
あ
る
六
角
形
の
石
造
り
の
野
外
演
奏
場
跡
が
当
時
の

名
残
を
留
め
て
い
る
。
入
校
年
の
三
月
末
現
在
で
満

十
六
歳
以
上
二
十
歳
未
満
若
干
名
募
集
、
入
試
科
目
は

国
語
、
作
文
、
算
術
、
地
理
、
歴
史
、
唱
歌
で
あ
っ
た
。

入
試
は
「
身
体
検
査
が
主
体
で
、
試
験
官
が
ピ
ア
ノ

の
鍵
盤
を
叩
い
て
、
受
験
生
が
同
じ
高
さ
の
声
を
出
す

程
度
の
試
験
が
あ
っ
た
」
と
高
澤
と
斎
藤
は
語
る
が
、

音
校
生
の
ほ
と
ん
ど
は
入
試
の
記
憶
が
希
薄
で
あ
る
。

軍
楽
生
徒
の
修
業
期
間
は
も
と
も
と
二
年
で
あ
っ
た

が
、
十
七
年
度
は
一
年
間
、
十
九
年
度
は
八
ヶ
月
に
短

縮
さ
れ
、
卒
業
後
は
軍
楽
上
等
兵
と
な
っ
た
。「
若
干

名
」
と
あ
る
が
、
明
治
二
年
の
薩
摩
藩
士
三
十
名
以
来

の
氏
名
を
記
し
た
『
陸
軍
軍
楽
隊
員
名
簿
』
に
よ
れ

ば
、
十
六
年
＝
十
九
名
、
十
七
年
＝
五
十
二（
入
学
時

五
十
五
、
志
願
者
数
二
千
五
百
）名
、
十
八
年
＝
百
名
、

十
九
年
＝
百
十
九（
入
学
時
百
二
十
）名
で
あ
っ
た
。

入
隊
の
日
、
十
四
名
は
揃
っ
て
新
大
久
保
駅
で
電
車

を
降
り
、
改
札
口
を
出
る
。
待
っ
て
い
た
女
生
徒
た
ち

の
《
海
ゆ
か
ば
》
に
し
ば
し
聴
き
入
り
、
見
送
ら
れ
て

門
を
く
ぐ
っ
た
。

東
京
音
楽
学
校
生
の
陸
軍
軍
楽
隊
入
隊 

前
篇

第
十
回

太
平
洋
戦
争
の
最
中
、
東
京
音
楽
学
校
の
生
徒
が
陸
軍
戸
山
学
校
軍
楽
隊
に
入
隊
す
る
。

戦
後
の
音
楽
界
を
背
負
っ
て
い
く
こ
と
に
な
る
学
徒
た
ち
の
知
ら
れ
ざ
る
青
春
。 橋

本
久
美
子

そ
れ
は

一
枚
の
張
り
紙
か
ら
始
ま
っ
た

東
京
音
楽
学
校
と

陸
軍
戸
山
学
校
の
交
流
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入
隊
後
、
担
当
楽
器
が
決
ま
る
。
音
校
で
管
楽
器
専

攻
の
内
田
、
萩
原
、
早
川
、
藤
島
は
そ
の
ま
ま
。
伊
藤

は
青
山
学
院
中
学
部
の
音
楽
部
で
吹
い
て
い
た
ト
ロ
ン

ボ
ー
ン
、
沼
田
は
本
人
の
希
望
で
テ
ナ
ー
サ
ッ
ク
ス
と

な
る
。
管
打
楽
器
の
経
験
が
な
い
場
合
は
、
芥
川
「
私

の
よ
う
に
両
方
と
も
駄
目
な
者
は
、
背
丈
、
面
構
え
な

ど
を
ジ
ロ
ッ
と
に
ら
ん
で
、
ど
ん
ど
ん
き
め
て
い
き
ま

す
。
そ
の
早
い
こ
と
早
い
こ
と
」。
團
「
厳
格
な
身
体

検
査
の
後
、上
半
身
裸
で
一
列
に
並
ば
せ
ら
れ
た
前
を
、

前
歯
を
見
せ
ろ
、
と
言
い
な
が
ら
ベ
テ
ラ
ン
の
上
官
が

数
人
で
歩
い
て
過
ぎ
な
が
ら
楽
器
を
決
め
て
行
く
」。

そ
の
結
果
、
奥
村（
齋
藤
筆
、
沼
田
談
）と
梶
原（
高

澤
談
）は
オ
ー
ボ
エ
、
鈴
木（
伊
藤
談
）は
ク
ラ
リ
ネ
ッ

ト
、
齋
藤
は
ア
ル
ト
サ
ッ
ク
ス
、
芥
川
は
テ
ナ
ー
サ
ッ

ク
ス
、
北
爪
と
團
は
小
太
鼓
と
決
ま
っ
た
。
石
津
の
よ

う
に
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
を
申
し
出
て
始
め
た
が
、「
喉
は

大
丈
夫
か
？　

小
さ
め
な
テ
ュ
ー
バEs

管
が
楽
だ
ぞ
」

と
言
わ
れ
変
更
に
な
っ
た
ケ
ー
ス
も
あ
る
。
入
隊
時
よ

り
歌
の
要
員
と
考
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

（
次
号
に
つ
づ
く
）

（
は
し
も
と
・
く
み
こ
／
音
楽
学
部
講
師
）

次
号
予
告

軍
楽
隊
に
入
隊
し
た
十
四
名
は
ど
の
よ
う
な
生
活
を

送
っ
た
の
だ
ろ
う
。
ま
た
学
徒
出
陣
以
降
の
東
京
音
楽

学
校
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
。
さ
ら
に
は
学
徒
た
ち
の
戦

後
を
た
ど
る
。

２.終戦当時の陸軍戸山学校（山口常光編『目で見る吹奏楽百年史』昭和46年）
　 地面の穴は焼夷弾の痕（高澤談）。同校は体育・武道・射撃・音楽の教育を行った。
３.「箱根山・陸軍戸山学校址」の碑と高澤智昌氏　平成22年7月18日撮影

１.出陣学徒壮行会　昭和18年10月21日　 東京音楽学校の全校生徒が吹奏と合唱で参加。武蔵野音楽学校（現武蔵野音大）、東京高等音楽学院（現国立音大）の管楽器生も加わっていた（高澤談）。

４.野外演奏場跡　平地部分に譜面台を立てて演奏し、周囲の傾斜地が観客席となった。
　 昭和18年初め頃には反響板も作られた（高澤談）　平成22年7月18日撮影
５.山口隊長率いる陸軍記念日の行進（出典は写真２に同じ）　昭和20年3月10日
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る


